別添１０

医療ガスの安全管理に関する調査票【１／４】
（麻酔器、人工呼吸器等を設置し、医療ガスを使用して診療を行う病院用）
※　医療ガスとは、酸素、亜酸化窒素、治療用空気、吸引、二酸化炭素、手術機器駆動用窒素等をいう。
※　麻酔器、人工呼吸器等を使用しないが、酸素、吸引の配管設置を有する病院は、調査の対象となる。
	医療機関名
	
	 保健所名
	

	
	
	調 査 日
	　　　　年　　　月　　　日

	調　　査　　事　　項
	調査結果
○・×・－
	参 　考　 事　 項

	１　医療ガスの安全管理委員会について

	①医療ガス安全管理委員会（以下「委員会」という。）が設置されているか。
	
	【根拠法令】
・医療法第23条第1項
・医療法施行規則第16条第1項第1号
※病院及び診療所における医療ガス設備については、医療法令に基づき、気概防止上必要な方法を講ずることとされている。
※病院及び有床診療所において、医療ガスを使用して診療を行う場合には、医療ガスに係る安全管理のための体制を確保するため、医療ガス安全管理委員会を設置することとされている。

※委員会はその業務として、医療ガス設備の保守点検業務、医療ガス設備の新設及び増設工事、部分的な改造、修理等の施工管理業務、医療ガスに係る安全管理のための職員研修等を行う。
※実施責任者には、職員のうち医療ガス設備の正しい施工・取扱方法及び高圧ガス（特に酸素ガスと他の医療ガス）の誤接続の危険性について熟知し、医療ガスに関する専門知識と技術を有する者（高圧ガス保安法（昭和26年法律第204号）第28条第２項に規定する特定高圧ガス取扱主任者等）を任ずること。
　

	②委員会の委員は、医療ガスに関する構造設備の管理業務に従事する職員が含まれているか
	
	

	③委員会の委員の職種（複数選択可）  

□医師    □歯科医師　 □薬剤師　　□看護師
□臨床工学技士　 □その他（          　　　　　　）
	【参考】
	

	④麻酔科医が常時勤務している医療機関は、当該麻酔科医を委員に含めているか。
	
	

	⑤医療ガス安全管理委員長（以下「委員長」という。）は、医療安全管理についての知識を有し、かつ、医療ガスに関する知識と技術を有する者の中から選任されているか。
	
	

	⑥医療ガス設備の保守点検業務（点検作業の終了後の動作確認を含む。）や施工監理業務を行う実施責任者を定め、委員に含めているか。
	
	

	⑦委員会の構成員を明らかにした名簿を備えているか。
	
	

	⑧委員長は、委員会を年１回定期的に開催するとともに、必要に応じて適宜開催しているか。
	
	

	⑨直近の委員会の開催年月日

（　　　　　　　年     月     日）
	【参考】
	

	⑩「医療ガス設備の保守点検指針」に基づいて、実施責任者に保守点検業務を行わせているか。
	
	※「医療ガス設備の保守点検指針」
令和2年8月17日付医政発0817第6号厚生労働省医政局長通知「医療ガスの安全管理について」（令和3年12月16日一部改正）


	⑪帳簿を備え、行われた日常点検及び定期点検についての記録を２年間保存しているか。
	
	

	⑫医療ガス設備の工事に当たり、院内の各臨床部門の職員に工事を実施する旨を周知徹底しているか。
	
	


医療ガスの安全管理に関する調査票【２／４】
	調　　査　　事　　項
	調査結果
○・×・－
	参 　考　 事　 項

	２　医療ガス設備の保守点検業務について

	①医療ガス設備の保守点検業務（点検作業の終了後の動作確認を含む。）は、事前に定められた実施責任者が適切に実施しているか。
	
	【根拠法令】
・医療法第23条第1項
・医療法施行規則第16条第1項第1号
○医療ガス設備の使用に当たっては、目的とする医療ガスを安定した状態で過誤なく患者に投与することが重要である。このため、医療ガス設備の保守点検業務に当たっては、次に掲げる点に留意すること。 

(1) 医療ガス設備に用いられる機材を医療ガスの種別により特定化し、保守点検業務の実施者及び使用者が医療ガスの種別を容易かつ確実に判別することを可能とすることによって、種別の異なる医療ガス間の非互換性を確保し、誤接続を防止すること。 

(2) 適正な使用材料及び部品を選定し、また清潔を維持するために必要な対応を行うこと。 

(3) 点検作業の終了後、設備が正常に動作することを確認すること。 

（様式1-1）日常チェックリスト－警報表示盤－
（様式1-2）日常チェックリスト－供給設備（マニフォールド、定置式超低温液化ガス貯槽（ＣＥ）－
（様式1-3）日常チェックリスト－供給設備（圧縮空気供給装置及び吸引供給装置）－

	②始業点検において、医療機器を配管端末器（アウトレット）に接続する前及び接続した際に、次の点を確認しているか。
□ 外観上の異常がないこと。 

□ ロック機能に異常がないこと。 

□ ガス漏れの音がしないこと。 

□ 医療ガスの種別の表示（記号、名称、識別色等）が明瞭であること。 

□ 配管端末器（アウトレット）に、使用していない機器等が接続されていないこと。
	
	

	③日常点検において、以下の事項を実施しているか。 

□ １日１回以上実施すること。なお、高圧ガス容器の交換時又は供給設備への医療ガス補充時にも同様の点検作業を実施すること。 

□ 警報表示盤、供給設備（マニフォールド、定置式超低温液化ガス貯槽（ＣＥ）、圧縮空気供給装置及び吸引供給装置）のそれぞれに対し、「医療ガス設備の保守点検指針」様式１－１から様式１－３までに示すチェックリストに準拠して実施すること。 
□ 日常点検後に、点検作業を実施した全ての医療ガス設備が安全で、かつ所定の機能が復旧していることを確認すること。
	
	

	④定期点検において以下の事項を実施しているか。

□ 定期点検の実施に当たっては、院内の関係する各臨床部門の職員に対して、実施日程と実施内容を周知徹底すること。

□ 定期点検は、配管端末器（アウトレット）、区域別遮断弁（シャットオフバルブ）及び供給設備（マニフォールド、定置式超低温液化ガス貯槽（ＣＥ）、圧縮空気供給装置及び吸引供給装置）のそれぞれに対し、「医療ガス設備の保守点検指針」様式２－１から様式２－６までに示すチェックリストに準拠して行うこと。また、点検作業の間隔についても、これらの様式に準拠すること。
□ 点検作業のため、医療ガス設備の一部を一時閉止する際は、関係する区域の各臨床部門の職員と事前に十分な打合せを行うこと。また、医療ガスを停止した区域別遮断弁（シャットオフバルブ）又は主遮断弁（メインシャットオフバルブ）及びその系統の全ての配管端末器（アウトレット）に、「使用禁止」等の注意表示を付すること。
□ 定期点検後に、点検作業を実施した全ての医療ガス設備が安全で、かつその所定の機能が復旧していることを確認すること。
	
	（様式2-1）定期点検チェックリスト（3か月点検）－配管端末器（アウトレット）－
（様式2-2）定期点検チェックリスト（3か月点検）－供給設備（マニフォールド、定置式超低温液化ガス貯槽（ＣＥ）、圧縮空気供給装置、吸引供給装置）－
（様式2-3）定期点検チェックリスト（6か月点検）－配管端末器（アウトレット）－
（様式2-4）定期点検チェックリスト（6か月点検）－供給設備（マニフォールド、定置式超低温液化ガス貯槽（ＣＥ）、圧縮空気供給装置、吸引供給装置）－
（様式2-5）定期点検チェックリスト（1年点検）－配管端末器（アウトレット）－
（様式2-6）定期点検チェックリスト（1年点検）－供給設備（マニフォールド、定置式超低温液化ガス貯槽（ＣＥ）、圧縮空気供給装置、吸引供給装置）－


	⑤日常点検及び定期点検については、記録を作成し、２年間保存されているか。
	
	


医療ガスの安全管理に関する調査票【３／４】
	３　医療ガス設備の工事施工監理について

	調　　査　　事　　項
	調査結果
○・×・－
	参 　考　 事　 項

	①医療ガス設備の工事施工監理業務に当たって、次に掲げる点に留意しているか。
· 医療ガス設備に用いられる機材を医療ガスの種別により特定化し、工事の施工者が医療ガスの種別の容易かつ確実な判別を可能とすることによって、種別の異なる医療ガス間の非互換性を確保し、誤接続を防止すること。
· 適正な使用材料及び部品を選定し、また清潔を維持するために必要な対応を行うこと。
· 既に使用している医療ガス施設の工事を行う場合は、既存部分への供給異常や汚染の防止に特に注意すること。
· 工事に当たっては、医療機関内の各臨床部門の職員に工事を実施する旨を周知徹底すること。
· 工事完了後、医療ガス施設の臨床使用に先立って、実施責任者又は医療機関の職員のうち医療ガスに関する知識と技術を有する者として委員会が選任した実施責任者が、厳正な確認を実施すること。
	
	【根拠法令】
・医療法第23条第1項
・医療法施行規則第16条第1項第1号
・正常に使用できる状態とは、次のとおりである。
　①定置式超低温液化ガス貯槽（CE）に液化酸素が充填されていること。
　②マニフォールド関連のボンベが全て接続されていること。

　③医療ガス設備に関連する機器類に必要な電源設備が正常であり、給排水に異常がないこと。
　④通常運転が可能で、各配管末端器（アウトレット）に医療ガスが送気されていること。

・確認を実施する事項は、次のとおりである
　①外観
　②機械的円滑性
　③送気圧力（標準圧力）

　④ガス別特定
　⑤流量性能（配管端末器（アウトレット）最大流量）


	②医療ガスの工事に当たっては、事前に定められた実施責任者が施工監理業務を行っているか。
	
	

	③医療ガス設備の工事完了の際には、医療ガス設備の臨床使用に先立って、全ての配管端末器（アウトレット）に不備がなく、安全で、かつ所定の機能を備えていることを確認すること。
· 実施責任者等は、工事施工者が配管端末器（アウトレット）の確認を行う際に立ち会い、工事施工者と共に配管端末器（アウトレット）に不備がないことを確認すること。確認終了後、実施責任者等は、工事施行者が作成する検査書に署名・捺印し、委員会に提出すること。
· 工事施工者は、各系統の医療ガス設備において、医療ガスが正常に使用できる状態であることを確認すること。
· 実施責任者等は、臨床使用に先立って、全ての供給施設を稼働させ、個々の配管端末器（アウトレット）ごとに、確認を実施すること。
	
	


医療ガスの安全管理に関する調査票【４／４】
	４　医療ガスに係る安全管理のための職員研修について

	調　　査　　事　　項
	調査結果
○・×・－
	参 　考　 事　 項

	①医療ガスの安全管理に関する知識の普及及び啓発のための研修が年１回程度定期的に開催されているか。
	
	【根拠法令】
・医療法第23条第1項
・医療法施行規則第16条第1項第1号
・研修の内容は、次に掲げる事項とすること。 

(1) 病院等における医療ガスに関する構造設備の整備状況並びに使用している医療ガスの種類、性質及び用途 

(2) 医療ガスに係る事故及びヒヤリ・ハット事例並びにその防止策 

(3) 医療ガスに係る事故又はヒヤリ・ハット事例が発生した場合の対応（病院等内での委員会等への報告等） 

(4) 医療ガスを使用するに当たって安全に業務を遂行するための留意事項 

(5) その他医療ガスに係る安全管理上必要な事項 
（注）記録すべき職員研修の実施内容

　　・開催日時

　　・出席者

・研修項目

	②医療ガスに係る重大な事故等が発生した場合などに必要に応じて職員研修を開催しているか。
	
	

	③昨年度の職員研修会の開催回数（　　　回）
※直近の職員研修会の開催年月日
（　　　　　　　年  　 月 　　日）
	【参考】
	

	④職員研修会の実施内容について記録(注)がなされているか。
	
	


※調査結果の欄の記入要領
  各項目について、適の場合は○、不適の場合は×、非対象の場合は－を記載すること。
　また、□のある項目については、該当の□に印（例：■or☑）をつけること。
【参考資料】
 ※「医療ガスの安全管理について」（令和2年8月17日付 医政発0817 第6号 厚生労働省医政局長通知（令和3年12月16日一部改正） ）

別添１ 医療ガス安全管理委員会について

別添２ 医療ガス設備の保守点検指針

別添３ 医療ガス設備の工事施工管理指針

別添４ 医療ガスに係る安全管理のための職員研修指針
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